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多久孔子の里獅子舞

市報たく市報たく  2011.92011.91717

『多久市郷土資料館』

　『孔子の里獅子舞』は、平成 5年に発足。ドラや太鼓の勇壮
な響きに合わせた大獅子の躍動感あふれる踊り、そして軽妙な
タッチでユーモラスに動き回る小獅子を多久聖廟釈菜や多久ま
つりで見られたことがあると思います。　　　　　　　　　　
　団員は現在小学 4年生から中・高校生・大人まで総勢23人。
毎週木曜日夜 8時から 9時30分まで北部小体育館で練習に励ん
でいます。ドラや太鼓の楽器や小獅子など、パートごとに分か
れて練習を行い、小獅子は高校生が小・中学生にコミカルな演
技を指導しています。小学 6年生の廣川大輝さんは「友達に誘
われて見学し楽しかったので入った。みんなに喜んでもらって
嬉しい」と小獅子の演技に頑張っています。　　　　　　　　
　福祉施設への訪問や祭りなどのイベントで「招福駆邪」の踊
りを届けています。そのなかで子どもたちから「自分たちがで
きる東日本大震災復興支援はないだろうか？獅子舞をして元気
づけたい」との思いが生まれ、8月17日から22日まで宮城県の
避難所や保育所を回り、被災された方に元気と笑顔を届けてき
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　さまざまな因習に縛られた武家社会において苛酷な運命に

翻弄される人々を描いた作家、滝口康彦。滝口さんは大正13

年に佐世保で生まれ、その後多久で暮らし、たびたび地元に

残る歴史を小説にしました。『葉隠』を題材にとった『その心

知らず』、多久初代領主多久安順を描いた長編『落日の鷹』、

多久聖廟創建にまつわる物語『主
とものすけ

殿助騒動』などがあります。

また、佐賀の歴史のガイドブック『佐賀歴史散歩 葉隠のふる

さと』には滝口さんが小説に描いた佐賀の歴史がいきいきと

語られています。　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　  

　滝口さんは当時西渓公園内にあった多久市立図書館に足し

げく通い、古文書をめくって題材を探していました。滝口さ

んの作品を通して、多久の歴史にふれてみませんか？　　 　  

◀郷土資料館の滝口
康彦展示コーナー。
滝口さんのご家族が
所蔵されている直筆
の原稿や愛用の万年
筆などを展示してい

ます。10月公開の映画『一命』（原作は『異聞浪人記』）を見
た後はぜひこちらもご覧ください。
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問 代表　川原田知章　☎090‒2963‒5426

福を招いて災いをはらう
みんなに元気と笑顔を届けます！
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■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎75－3002

●連載５● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

郷土の作家 滝口康彦

開館時間 / 9 時～16時　入館 / 無料
休館日 / 月曜日
　　　（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）


